
子どもからはじめる個人将来計画

学齢期の子どもの自立に向けた地域生活を支援する試みから

[image: image1.emf]■障害児の余暇の過ごし方
障害児の生活状況に関するアンケート調査の結果によれば（注１）、放課後や土曜日の過ごし方として、「いきいき活動」（注２）や「自宅で家族と過ごす」という回答が多くみられ、家庭や学校でほとんどの時間を過ごしていることがわかりました。また、休日の過ごし方としては、「自宅で過ごす」「買い物や外食に行く」「遊びに行く」などの回答が多くみられましたが、それらのほとんどが「家族とともに行う」というものでした。さらに、ヘルパーなどの福祉サービスを利用していない子どもや、ボランティアとの関わりのない子どもが約6割を占めていました。
■体験する機会、将来を思い描く機会

障害児にとって社会参加の『場』や関わる『人』が少ないことは、『体験』の機会が少なくなることに繋がります。さまざまな暮らし方を知らずに生きていくことにもなります。将来を思い描く機会もないまま、身辺的な自立の程度や作業能力から職業などが決められ、そのための医療的訓練や職業的訓練が行なわれている状況が多くみられます。また、障害者の自立生活プログラムの取り組みは進んできましたが、障害児の自立に向けた支援はあまりみられません。子どもを取り巻く社会環境が悪化し、子どもたちが｢守られる存在｣として位置づけられ、大人主導の生活を強いられる現在において、「障害児」という以前に「権利行使の主体としての子ども」という視点を大切にしたいと考えています。
■個人将来計画との出会い

冒頭のアンケート調査を実施した頃、｢個人将来計画｣という支援方法に出会いました。「～ができない」というように、本人のできないことやマイナス面に焦点をあてて支援を行なうのではなく、本人を中心として「どうありたいか、何をしたいか」という思いをもとにする前向きな支援方法です。
これは、障害者が地域社会で価値ある存在となるための道を切り開くことを目的としています。本人が豊かな人間関係を育み、地域社会の一員として積極的に役割を担う機会を増やし、自分の生き方を自分で決める力を培うことを支援するものです。このような手法を「子ども」の支援に利用したいと考えてきました。出会いから3年が経過して、本法人でようやく個人将来計画づくりに取り組むことができました。

■子どもからはじめる個人将来計画

子どもにかかわる者にとって、子どものプラス面に焦点を当てて計画を作成することは、子どもの関心や興味を理解することであり、子どもへの見方を広げることに繋がります。また、子どもに何かをさせるために「計画」が必要なのではなく、支援者が子どものサポートに役立てるための指針として「計画」が必要であると考えます。
本法人では、「子どもからはじめる個人将来計画」と称して、子どもの思いを周りの人たちが受けとめ、その思いを最優先にして、子どもがさまざまな人とともに、失敗も含めた体験を重ねるための計画作りや活動方法を検討してきました。2007年度に取り組んだ一連の試みをまとめたものが本報告書です。多くの検討課題が残されていますが、手にとってくださった方にとって、身近な子どもの将来を思い描く契機になればと願います。
特定非営利活動法人　地域生活サポートネットほうぷ
代表　向井　裕子

（注1) 当該調査は、大阪市旭区内の小学校に通う障害児（養護学級在籍児童）の保護者80人を対象として本法人が2004年に実施した（回答率は57.5％）。

（注2）大阪市児童いきいき放課後事業：大阪市から事業委託を受けた(財)大阪市教育振興公社が、実施校ごとに設置された｢いきいき活動実行委員会｣と連携し、学校や地域の実態に合わせて運営される。
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本報告書は、下記検討委員によって、「子どもからはじめる個人将来計画」のあり方について定期的に議論を行い、その内容を整理して作成しました。また、下記協力者から助言を得る機会を設け、議論の内容を補完することとしました。　※上段は2008年3月当時、下段（現）は2013年3月の所属
■子どもからはじめる個人将来計画　検討委員
鈴木千春
（自立生活センター・あるる）

西留一浩
（自立生活支援センター・ピア大阪）
（現：自立生活センター・リアライズ）
米田克弘
（ヘルプセンターゆう）

西尾英恵
（居宅介護支援センターてのはな）

鳥海直美
（地域生活サポートネットほうぷ／千里金蘭大学）
（現：地域生活サポートネットほうぷ／四天王寺大学）

向井裕子
（地域生活サポートネットほうぷ）

■子どもからはじめる個人将来計画　協力者

筒井純子　　　　（自立生活センター・おおさかひがし）

姜　博久
（障害者自立生活センター・スクラム）

太田啓子
（大阪市立大学大学院後期博士課程）

（現：立命館大学生存学研究センター客員研究員）
今村千晶
（地域生活サポートネットほうぷ）

１．子どもからはじめる個人将来計画とは
■子どもからはじめる個人将来計画の定義　
個人将来計画とは、専門職主導のケアプランやリハビリテーション計画を補完するものとして、アメリカの知的障害者の地域生活支援分野で開発されたものです。この個人将来計画の考え方に基づき、子どもからはじめる個人将来計画を次のように定義することとします。
	障害をもつ子どもの関心や興味をもとに、さまざまな活動（注）に取り組む機会をつくり、「どうありたいか、何をしたいか」という将来像（希望・夢・ビジョン）を本人と本人にかかわる者たちが協働して描くこと。


	


（注）遊び、学習、学校での活動、作業、文化活動、経験的な活動、スポーツ活動、地域行事活動など
■子どもを支援する７つの視点
子どもからはじめる個人将来計画の取り組みが目指すことは、障害をもつ子どもが、あたりまえに一人の人として尊重され、ありのままに受け容れられ、地域のつながりの中で育つことをサポートすることです。子どもにかかわる者には、「普通の暮らし」を構成する基本的要素に沿って１）、次の７つの視点をもって子どもにかかわることが求められます。

１．地域社会の一員であること（ちいきしゃかいの ひとり）

２．選択とコントロール（じぶんで きめて する）

３．豊かな人間関係（いろいろなひとをしっている）

４．生活する力（まなぶ たいけんをして ちからを つける）

５．社会的役割と尊厳（やくわりがある みとめられる）

６．継続性（じんせいのつながり）

７．個別性（じぶん らしさ）

■時間的存在としての子ども

子どもが制度上の「教育」の対象となるとき、子どもたちは「子ども自身の明日」ではなく、大人の視点から「将来」へと向かう時間軸の上に置かれ、大人たちの都合で「将来」が描かれてしまいます。学校教育は「将来役立つ」という目的で子どもたちにさまざまな力や知識をつけさせ、試験でもってその習得の程度を図ろうとします２）。しかし、力や知識を習得することが自己目的化すると、それらを使って生きることが置き去りにされてしまいます。そこで、個人将来計画では、子どもにとっての学校生活の重要性を認識しつつも、学齢期を終えた将来に地域社会で生活することを常に見据えて支援することとします。

また、子どもは現在を生きる存在であると言われています。『現在を生きるということは、未来に向けてある展望を抱き、その展望に向けて過去を捉えなおすということに他ならない。私たちにとっての全時間が私たちの人生なのだ。』と、ある哲学者は記しています。時間的存在である人間を支えるということは、現在の子どもに向き合いながら、その子らしい将来を共に思い描くことに他ありません。

■個人将来計画の特徴

すでに述べたように、子どもに何かをさせるための「計画」ではなく、複数の支援者や関係者が、子どもの思いに寄り添う支援を行うための指針として「計画」が必要であると考えます。子どもからはじめる個人将来計画の特徴として、次の3点があげられます。
１．本人を中心にする

家族や支援者の思いではなく、本人の思いを中心にして計画を作成する。
２．本人の関心、興味、特技、潜在能力に焦点をあてる
「～が好き」「～をしたい」「～を楽しんでいる」という本人の思いにもとづいて計画を作成する。
３．互いに学び合うプロセスや、ネットワークづくりのプロセスを重視する

　　計画の結果よりも、本人や関係者が共に語り合い、本人の思いについて理解を深める過程や、新しい支援の可能性を見出す過程を尊重する。
子どもにかかわる者がワークショップや計画作成会議に参加し、上記の視点をもって意見交換することによって、本人の希望について理解を深めることができると考えられます。また、計画作成→活動の実施→計画の見直しという一連のプロセスは、将来の見通しや夢を本人と関係者が協働して思い描く過程であるといえます。
■コーディネーターの役割

友人、親、学校、近隣などを巻き込みながら、障害をもつ子どもを中心とする関係者間のネットワークをつくり、個人将来計画のプロセス全体を支えます。
とりわけ、親へのアプローチも重要であり、親が自分の子どもの思いに改めて向き合い、子どもの思いを基点にして自立を具体的に考える機会を提供します。また、親がボランティアと子どもの関係づくりを支えるなど、親の潜在的な力を引き出し、それをネットワークで活用できるようにします。

なお、今回の取り組みにおいては、〈ほうぷ〉のソーシャルワーカーが、コーディネーターとしての役割をにないました。
■ネットワークの構成メンバー

本人の意向や生活状況によってネットワークの構成メンバーは異なりますが、次のようなメンバーが考えられます。　なお、プロセス全体が本人主体であるかどうかをチェックするために、障害当事者であるピアカウンセラーの参加が求められます。

※図を一部改変（2013年3月）
引用文献
1）中野敏子「普通の暮らしを実現するための７つのチェックポイント」（『アクティブ・サポートってなに？』たびだち地域生活支援セミナー資料集，p39，2007）

2）　浜田寿美男『私をめぐる冒険－私が私であることが揺らぐ場所から』洋泉社，pp..58-60，2005

参考文献
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２．子どもからはじめる個人将来計画のプロセス
ここでは、成長していく「子ども」に視点をあてて、個人将来計画の過程および手順について述べます。
個人将来計画づくりのプロセスは次の5つの段階をたどります。個人将来計画の定義にみられるように、個人将来計画とは、特定の計画を示すのではなく、これらのプロセス全体を指し示すものであるといえます。

なお、以下より「障害をもつ子ども」を「子ども」または「本人」として表記することとします。

①アイスブレイク

②個人プロフィールのマッピング　その１：「○○さんのこれまで」
③個人プロフィールのマッピング　その２：「わたしってこんな人」
④「やってみたいこと」のリストアップ　　　「○○さんがしたいこと」
⑤「やってみたいこと」の焦点化

⑥ふりかえり
⑦【後日】ライフヒストリーブックの作成

1 本人の思いの確認

2 個人プロフィール（案）・ライフプラン(案)・活動支援計画（案）の作成

3 個人プロフィール・ライフプラン・活動支援計画の検討・作成








ワークショップの開催にあたって、コーディネーターは本人および家族の希望や都合をふまえたうえで、参加を依頼する人（ネットワークの構成メンバー）の選定、日程調整、場所の確保を行います。
ワークショップ当日は、コーディネーターの進行によって、以下の手順で話し合いを進めます。参加できない人からは事前に情報を収集しておきます。参加人数によっても異なりますが、所要時間は２～３時間程度です。
①アイスブレイク

	目的
	リラックスしてともに過ごすための雰囲気をつくります。

	テーマ
	「どうぞよろしく！」

・自己紹介

・○○さんのエピソードの紹介


2 個人プロフィールのマッピング　その１
	目的
	本人のライフヒストリーについて理解を深めます。

	テーマ
	「○○さんのこれまで」

・家族状況や健康状態などの基本的な情報

・過去の日課や生活様式に関する情報

・過去の心に残る出来事、人関関係

	方法
	・上記テーマについて、参加者各自が付箋（カード）に記入し、その内容を発表して全員で共有します。１枚に１項目を記入し、できるだけ多くのカードに記入します。

・写真を持ち寄ることによって、本人が体験してきた出来事やその時の様子をより深く理解することができます。

・カードを自由に整理して、本人のライフヒストリーを模造紙に図示します（KJ法によるマッピング）。

	記入例
	「お芝居に出演していたときの演技はステキでした」

「音楽コンクールでクラスが優勝したことがあります」

「幼少の頃は体力がなく、発熱も頻繁にありましたが、少しずつ体力がついてきました」

	準備物
	大判の付箋，マジックペン，模造紙，写真

	参考資料
	資料【プロフィールマップ①】


3 個人プロフィールのマッピング　その2
	目的
	本人の現在の生活状況や生活世界について理解を深めます。

	テーマ
	「わたしってこんな人、○○さんってこんな人」

・家族状況や健康状態などの基本的な情報

・現在の日課・生活様式に関する情報

・現在の経験や活動、人関関係

・関心や願望に関する情報（好きなこと、得意なこと、関心のあること、熱中すること、憂鬱なこと、夢、希望）

	方法
	・上記テーマについて、参加者各自が付箋（カード）に記入し、その内容を発表して全員で共有します。

・カードを自由に整理して、本人の現在の生活に関する情報を模造紙に図示します。

	記入例
	「やりたいこと、やりたくないことがはっきりしています」

「体育が好き」

「人にお茶や食事を勧めることが上手」

「親以外と外食に行くのが好き」

	準備物
	大判の付箋，マジックペン，模造紙

	参考資料
	資料【プロフィールマップ②】


④「やってみたいこと」のリストアップ

	目的
	将来のイメージをやってみたい活動をとおして表現します。

	テーマ
	「○○さんがしたいこと！

○○さんと一緒にしたいこと！

○○にしてほしいこと！」

・本人がやってみたいこと

・参加者が本人と一緒にやってみたいこと

・体験の幅を広げるためにやってほしいこと

	方法
	・上記テーマについて、参加者各自が付箋（カード）に記入し、その内容を発表して全員で共有します。

・カードを次の項目に分類して、模造紙に図示します。

Ａ．こんなふうに暮らしたい

Ｂ．こんなことを楽しみたい

Ｃ．学校生活をこう過ごしたい
Ｄ．卒業後やってみたいこと

Ｅ．地域のなかで、どんな人と何をしていきたい？

・本人を含む参加者全員で、それらの活動や希望の優先度を検討します。
・本人が言葉や文字を十分に理解できない場合、これらの項目を写真、絵、紙芝居などにして本人に伝えながら、興味や関心をくみ取ります。

	記入例
	「わたしと一緒に映画を観に行こう」

「阿波踊りに参加してみよう」

「高校で同年代の友達のなかで過ごしてほしい」

	準備物
	大判の付箋，マジックペン，模造紙

	参考資料
	資料【将来マップ①】


5 「やってみたいこと」の焦点化

	目的
	やってみたい活動や夢を時系列に整理し、本人の意向をくみとりながら、取り組むことのできるものを焦点化します。

	方法
	「やってみたいこと」のなかから、優先度の高い活動を時系列に並べ替えます。

Ａ．短期的将来（すぐにやってみよう）
Ｂ．中期的将来（2～3年先にやってみよう）
Ｃ．長期的将来（将来したいなあ、できたらいいなあ）

	準備物
	模造紙

	参考資料
	資料【将来マップ②】


6 ふりかえり

	目的
	ワークショップをふりかえって気づいたことを共有します。

	方法
	・②～④までの結果を見ながら追加項目をあげ、参加者それぞれが感じたことを述べます。

・⑤の活動内容（やってみたいこと）のうち、参加者が本人と一緒にやりたいことがあれば、それをあげます。


7 【後日】ライフヒストリーブックの作成

	目的
	本人とのコミュニケーションのきっかけや、次のライフステージに移行する時の引継ぎ資料として、「わたし」を知ってもらうためのアルバムを作ります。

	方法
	・後日、本人・家族・身近な支援者などで、【プロフィールマップ　　①②】を参考にして、アルバム（ライフヒストリーブック）を作成します。アルバムの内容は随時更新されます。



1 本人の思いの確認

	目的
	本人の日常生活の場で改めて本人の思いを確認します。

	方法
	身近な支援者は、「やってみたいこと」の具体的な活動内容を、写真や絵など、本人にとってわかりやすい方法で伝えます。本人の反応を重視しながら興味や関心をくみとり、優先順位の高いもの5つ程度を選定します。


2 個人プロフィール（案）、ライフプラン（案）、活動支援計画（案）の作成

	目的
	ワークショップの内容を整理します。

	方法
	・身近な支援者は、ワークショップを通して得られた情報を次の項目に沿って整理し、【個人プロフィール概要（案）】を作成します。
Ａ．生活歴
Ｂ．日常生活
Ｃ．社会生活
Ｄ．ストレングス（特技や個性・好みや関心）
Ｅ．将来の生活のイメージ（やってみたいこと）

・身近な支援者は、本人の選定した5つ程度の活動（やってみたいこと）、ワークショップで焦点化された活動（やってみたいこと）を時系列に並べ、【ライフプラン（案）】を作成します。

・身近な支援者は、本人の選定した5つ程度の活動（やってみたいこと）を優先しながら、すぐに取り組むことのできる活動を中心に、次の項目に沿って【活動支援計画（案）】を作成します。
Ａ．本人の希望や関心（本人がしたいこと）
B．目標（やってみよう）
Ｃ．現状と課題（支援者が気になること）
Ｄ．将来を見すえた支援方法（どのように）
Ｅ．活動にともに取り組む人（機関），時期，予算

	参考資料
	資料【個人プロフィール概要】
資料【ライフプラン】
資料【活動支援計画】


③個人プロフィール、ライフプラン、活動支援計画の検討・作成
	目的
	本人の思いに関する理解を一層深め、本人が取り組む活動の支援計画を作成します。

	方法
	・複数の身近な支援者が集まって、ワークショップをふり返りながら、【個人プロフィール概要（案）】【ライフプラン（案）】をたたき台にして、支援に必要な情報を共有します。

・【活動支援計画（案）】をたたき台にして、本人の希望や関心、現状と課題、将来を見すえた支援方法を検討します。

・活動にともに取り組む人（機関）、時期、予算などを示し、ヘルパーやボランティア、友達、教員などとの調整を行います。

	参考資料
	資料【個人プロフィール概要】
資料【ライフプラン】
資料【活動支援計画】



	目的
	具体的な活動への取り組みを支援し、活動中の本人の思いについて理解を深めます。

	方法
	・目標とする活動に関わった人は、次の項目について写真を交えて記録をとります。

Ａ．具体的な活動内容

Ｂ．楽しそうだったこと、嬉しそうだったこと、嫌そうだったこと

Ｃ．印象に残っていることなど

・親と身近な支援者がそれぞれ記録内容へのコメントを記入し、記録者にフィードバックします。



	目的
	活動中の本人の思いについて理解を深め、臨機応変に計画を修正します。

	方法
	・目標（活動）を実施しながら、計画検討会議を随時開催します。会議のメンバーは、活動にかかわった人や計画作成にかかわった人などがあげられます。

・目標（活動）の実施内容、本人の思いを確認し合います。
・一緒に活動した人が、本人の思いをどれほど尊重できたか、どのようにかかわることができたかなどを確認し合います。

・本人の気持ちの変化、生活状況の変化などについて意見交換し、本人の「やってみたいこと」について理解を深めます。

・関係者は本人へのかかわり方や、本人への理解のあり方がどのように変わったかなどを意見交換します。
・話し合いのなかで必要に応じて計画に修正を加えます。




	目的
	本人の思いについてさらなる理解を深め、子どもをとりまく社会環境上の課題について共有します。

	方法
	· プロセスにかかわったあらゆる人が集まり、当初作成した【プロフィールマップ①②③】（○○さんのこれまで、わたしってこんなひと、○○さんのやりたいこと）の内容を改めて確認します。

· これらを見ながら、関係者が本人の思いをどれほど尊重できたか、どのようにかかわることができたかなどを確認し合います。

· 本人の気持ちの変化や生活状況の変化などについて理解を深めます。
・　　活動をサポートする実践を通して気づいた、子どもをとりまく社会環境上の課題を共有します。


	※中略
３．〈ほうぷ〉における取り組みの経過

４．学齢期の子どもを支援する視点


５．学齢期の障害をもつ子どもを支援する課題

－活動をとおして確認されたこと－
※2008年3月発行当時の制度上の課題をそのまま掲載

■ケアにかかわる共通認識
医療的ケアの必要な子どもが生活経験を広げていくためには、子どもにかかわる人の｢ケア｣に対する認識のあり方が問われます。介助者の責任問題にすりかえられることがありますが、一人の子どもとして地域で生活していくための｢ケア｣であるという共通認識をもつことが必要です。

■地域での研修体制、個別のケアマニュアル

現状としては、個人(親・介助者)、事業者（ヘルパー）や学校（教員）などの判断に任されていますが、継続的かつ安定的に対応するためには、上述のような医療的ケアに関する認識のもち方、あるいは、医療的ケアの手法に関する研修会を、事業者、学校などを対象に開催するなど、地域で一体的に取り組むシステムが必要です。そのためには医療関係者や学校関係者の理解や協力が重要となります。
また、教員、いきいき活動の指導員、ヘルパー、ボランティアなどさまざまな人が一定の方法で介助するためには、「個別のケアマニュアル」を作成し、家族・介助者・医療関係者による連携が求められています。その際、全体のコーディネートを誰がしていくのかという課題が残されています。
■進路の選択の幅を広げるために
障害をもつ子どもの義務教育後の進路は、特別支援学校高等部、一部の高等学校に設けられた自立支援コース、高等学校（定員内で合格）、就職などが考えられます。

このうち、自立支援コースの合格率は、3.36倍（2006年度）と非常に高い倍率となっています。また、少子化がすすむなか、高等学校の統廃合や学区変更が行われ、定員割れがなくなりつつあります。さらに、就職も非常に困難であり、義務教育終了後の進路の選択の幅は広いとはいえません。

「個人将来計画」で夢を描いても、それを実現するための道がなければ計画は何の意味も持ちません。子どもにかかわる人それぞれが、進路の選択の幅を広げるための実践や運動にかかわっていくことも大切です。
■教育制度の壁の高さ
｢近所の子ども達と違う学校にスクールバスで行くことが寂しかった｣（注）という障害当事者の発言にみられるように、小・中学校で友達とともに過ごしてきた子どもが、多くの友達が進学する高等学校に行きたいと思うのはごく自然なことです。

高校入学は学力選抜であるため、知的障害をもつ子どもが高校に進学するには、「定員割れする高校」を狙って受験しているのが現状です。しかし、子どもは「定員割れする高校」に行きたいわけではありません。希望する高校に入学するためには、現在の教育制度の壁はあまりにも高く、子どもの「将来」が教育制度によって阻まれているようにすら感じられ、課題の大きさを痛感しているところです。
■高校で障害当事者に自立観を学ぶ機会
一方、特別支援学校という選択肢しか知らずに育ってきた子どもも見受けられます。子どもに進路を選択する力が無いのではなく、選択する機会や経験が奪われ、どのように選択すれば良いかわからないという場合もみられます。
また、一部の高等学校に自立支援コースが設置されたことは評価されることといえますが、高校に何を求めるかが見えなくなっていくことが懸念されます。　

そこで、特別支援学校、高等学校ともに、教員が中心になって作成される「個別の教育支援計画」づくりに地域の障害当事者が関与することが必要であり、地域での自立生活をみすえた計画の作成が期待されます。
（注）障害をもつ子どもの保護者ワークショップ「自立について考えよう」（2007年11月11日，ほうぷ主催）において、講師をご担当いただいた障害当事者の発言より。
■本人の関係性や可能性を広げるような計画とは

平成19年4月から特別支援教育が学校教育法に位置づけられ、すべての学校において、障害をもつ子どもに対して「個別の教育支援計画」が作成されることになりました。

「個人将来計画」は学校での過ごし方を含めた、子どもの生活のあらゆる場面を視野に入れています。個人将来計画のなかで示されるさまざまな活動のうち、学校で取り組むことが望ましい活動は、「個別の教育支援計画」のなかに盛り込まれることが期待されます。

また、できないことを克服させるような内容ではなく、「個人将来計画」で得られた「こんなことが好き」「こんなことをやってみたい」という本人の思いを起点にして、本人の関係性や可能性を広げるような内容の「個別の教育支援計画」の作成が期待されます。

■個人将来計画と個別の教育支援計画の連動性の確保

ある特別支援学校高等部においては、近隣の自立生活センターなどの協力を得て「個別の教育支援計画」を作成する動きがみられ、「個人将来計画」と「個別の教育支援計画」の連携が図られようとしています。

しかしながら、本来は小・中学校から、｢地域社会で生きていく｣ための計画を作成することが必要です。そのためには、「個人将来計画」作りに教員も参加し、学校での気づきを計画に加えたうえで、｢個人将来計画｣と「個別の教育支援計画」を連動させながら、計画作成→活動の実施→見直しを行っていくことが大切であると考えます。

■個人将来計画と個別のサービス計画の連動性の確保
障害者自立支援法では、ホームヘルプサービス、デイサービス、ショートステイなどの利用にあたっては、サービス毎に個別のサービス計画が作成されることになっています。
「個人将来計画」は子どもの生活のあらゆる場面を視野に入れているため、個人将来計画のなかで示されるさまざまな活動のうち、ヘルパーと取り組むことになる活動については、「居宅介護計画」や「移動支援計画」のなかに盛り込まれることが期待されます。

また、ヘルパーが個人将来計画づくりに参加することは、子どもの思いを多角的に理解することにつながり、子どもとかかわる視点が変わるなど、ヘルパーのスキルアップにつながるといえます。
一方、個人将来計画にかかわるコーディネーターには、ヘルパーなどの制度に位置づけられた支援者のみならず、ボランティアや友人などとの関係性を視野に入れ、子どもの関係性を見渡す視点が求められます。
■自立支援法の限界

市町村が実施している移動支援の利用時間や利用内容には制限が設けられており、特に子どもの利用時間は少なくなっています。また、親の意向で活動内容が決められてしまうことが多くみられます。このようななかで、余暇を充実する支援、子どもの可能性や経験を拡げる支援、本人主体の支援などを、ヘルパー単独で組み立てていくことには量的・質的に限界があります。
そもそも、自立支援法では障害をもつ「子ども」が、「障害者」や「利用者」や「消費者」として位置づけられています。そこには、将来に向かって可能性に満ちたひとりの「子ども」に向き合う視点や仕組みが欠けているといえます。個人将来計画の作成をとおして、これらの自立支援法上の課題を補完することに加えて、行政、支援者や関係者にその課題をつきつけることができると考えます。

■子どもを中心とする支援体制の構築
これまでに述べた課題のうち、各領域で作成される計画に焦点をあてて整理すると、以下のように図示されます。

個人将来計画は、子どもの関心や興味を起点として、生活のあらゆる場面を見渡そうとするものです。また、過去・現在・将来の時間軸を備え、子どもの将来にまなざしを向けようとするものです。
子どもを中心とするネットワークが形成され、個人将来計画とそれぞれの分野で作成される計画が連動するような支援体制づくりが求められているといえます。その際、コーディネーターとしての役割を誰がになうかという課題があります。医療・福祉・教育サービスを直接的に提供せずに、中立公正な立場で子どもの利益を擁護できる可能性が大きいことを根拠に、今回の取り組みでは<ほうぷ>のソーシャルワーカーがコーディネーターをにないました。







※作成実施機関が当該分野の計画を作成しますが、これらは本人や家族などとの協働により作成されます。
※図を一部改編（2013年3月）

本報告書は、「子ども」の『個人将来計画』をどのように活用していくのか、模索を続けてきたその経過報告です。障害をもつ子どもにとって、将来の夢を描けるものになったかどうか、そして、ここにご報告した内容が『個人将来計画』の利点を充分に活かせているかどうか、はなはだ自信がありません。

ただ、明確なことは、子どもにかかわるさまざまな立場の方に集まっていただいた数回のワークショップが、笑いに満ちたとても楽しい時間だったということです。自分が主人公だと感じられるからか、また、いろんな人に誉められるからか、時折くすぐったいような表情を浮かべながら、けれども終始楽しそうに子どもたちはその場を過ごしていました。
『個人将来計画』は手段の１つにすぎません。子どもが、さまざまな『場』において、さまざまな『人』とつながりながら、いろいろな『体験』をして、自分自身で「自分らしい生き方」を模索していく歳月を重ねていくことができるように、今後も子どもの思いに寄り添って一緒に模索していきたいと思っています。

ご報告した内容は、鈴木千春さん、西留一浩さん、米田克弘さん、西尾英恵さんとの協働によって導かれたものです。話し合われた言葉のひとつひとつが心に刻まれるほど、充実した協働の時間でした。<ほうぷ>のスタッフにとっては、改めて、子どもを取り巻く社会の課題について考えさせられるとともに、自身の「障害者観」や「子ども観」を見つめ直す機会にもなりました。
最後になりましたが、ワークショップや計画作成にご参加いただいた皆さま方に感謝いたします。筒井純子さん、姜博久さん、松永真純さん、太田啓子さんからは、貴重なご意見をいただきました。ありがとうございました。何よりも、今回の試みの趣旨をご理解いただき、全面的にご協力いただいた子どもとその家族の皆さまに、心からお礼を申し上げたいと思います。ありがとうございました。
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